
普
段
、
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
福
井
商

工
会
議
所
の
議
員
の
素
顔
を
探
る
「
ト
ッ
プ

の
素
顔
」。
今
回
は
㈱
シ
ス
テ
ム
研
究
所
代

表
取
締
役
の
梅
田
憲
一
氏
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

昭
和
28
年
福
井
市
に
生
ま
れ
、
宝
永
小
学

校
時
代
は
神
明
神
社
の
境
内
や
福
井
県
庁
の

お
堀
端
で
遊
ぶ
活
発
な
子
ど
も
だ
っ
た
。
明

道
中
学
校
に
進
学
し
た
昭
和
40
年
代
は
グ

ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
の
黄
金
期
。
大
人
気
を

誇
っ
た
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
な
ど
を
コ
ピ
ー
し
、

同
中
学
校
で
は
初
の
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
。
自
身
は
リ
ズ
ム
ギ
タ
ー
と
リ
ー
ド
ボ
ー

カ
ル
を
務
め
、大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

高
志
高
校
で
は
一
転
し
山
岳
部
に
在
籍
。

入
部
当
初
は
部
員
も
少
な
く
、
県
大
会
で
は

奥
越
地
区
の
高
校
が
幅
を
利
か
せ
て
い
た
。

何
と
か
こ
の
牙
城
を
突
き
崩
そ
う
と
、
来
る

日
も
来
る
日
も
高
志
高
校
か
ら
足
羽
河
原
を

経
て
、
足
羽
山
頂
上
の
仏
舎
利
塔
ま
で
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
猛
練
習
に
励
ん
だ
。
ま
た
遠
征
で

立
山
や
白
馬
、
穂
高
の
山
々
を
走
破
す
る
な

ト
ッ
プ
の
素
顔

株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
研
究
所

代
表
取
締
役

梅う
め

田だ

　
憲け

ん
い
ち一

氏

vol.
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【プロフィール】
昭和 28 年福井市生まれ。立教大学社会学部卒業。昭和 52 年㈱日刊福井入社。
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相手を思いやる心を持って前に進む

初
モ
ノ
づ
く
し
の
学
生
時
代



ど
体
力
作
り
に
も
取
り
組
ん
だ
結
果
、
同
高

校
の
山
岳
部
で
は
初
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

を
果
た
し
た
。

　

立
教
大
学
社
会
学
部
に
進
ん
で
か
ら
は
演

劇
部
に
入
り
、
戯
曲
の
台
本
づ
く
り
や
練
習

に
没
頭
。
学
園
祭
で
は
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
に
「
東
京
ブ
ギ
ウ
ギ
」
を
流
す
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
同
大
学
で
は
初
と
な
る

一
週
間
の
連
続
公
演
も
成
功
さ
せ
た
。

　

大
学
に
進
学
し
て
間
も
な
く
父
を
亡
く

し
、
学
生
時
代
は
学
費
と
部
費
を
捻
出
す
る

た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
も
精
を
出
し
た
。
中

で
も
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
雑
誌
記
者
は
忘
れ

ら
れ
な
い
経
験
だ
と
か
。
自
身
が
面
白
い
と

思
う
記
事
を
出
版
社
に
持
ち
込
み
、
採
用
さ

れ
れ
ば
報
酬
が
出
る
仕
組
み
で
、「
マ
イ
ペ
ー

ス
の
自
分
に
合
っ
て
い
た
」
と
振
り
返
る
。　

　

こ
の
経
験
が
就
職
へ
と
繋
が
り
、
大
学
卒

業
後
は
創
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
聞
社
「
日

刊
福
井
」
に
新
卒
第
一
期
生
と
し
て
就
職
。

７
年
間
に
わ
た
り
県
政
を
担
当
。
特
ダ
ネ
を

掴
む
た
め
に
土
日
返
上
で
奔
走
し
、
幅
広
い

人
脈
づ
く
り
に
繋
が
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
情
報
化
に
向
け
て

県
が
準
備
を
進
め
て
い
た
㈶
福
井
県
中
小
企

業
情
報
セ
ン
タ
ー
（
現
：（
公
財
）
ふ
く
い

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
）の
創
設
に
加
わ
っ
た
。　

　

当
時
は
オ
フ
コ
ン
全
盛
の
時
代
で
、
企
業

が
導
入
す
る
に
は
数
百
万
円
の
コ
ス
ト
を
要

し
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
高
嶺
の
花
だ
っ

た
。
何
と
か
低
コ
ス
ト
で
県
内
中
小
企
業
の

情
報
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
、
夜
学
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
に
も
通
う
な
ど
猛
勉
強

に
励
み
、
オ
フ
コ
ン
に
比
べ
て
廉
価
な
パ
ソ

コ
ン
を
用
い
た
情
報
化
の
支
援
に
向
け
て
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。

　

一
方
、
中
小
企
業
を
支
援
す
る
中
で
、
企

業
か
ら「
導
入
は
ど
こ
に
頼
め
ば
良
い
の
か
」

と
い
う
声
を
多
く
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
時
の
パ
ソ
コ
ン
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
好
き
の

マ
ニ
ア
が
関
わ
る
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
で
、
自

信
を
持
っ
て
勧
め
ら
れ
る
ベ
ン
ダ
ー
（
シ
ス

テ
ム
会
社
）
は
限
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
中
小
企
業
に
寄
り
添
う
ベ
ン
ダ
ー

が
必
要
と
考
え
、
平
成
４
年
に
自
ら
情
報
シ

ス
テ
ム
会
社
「
シ
ス
テ
ム
研
究
所
」
を
起
業
。

世
は
オ
フ
コ
ン
が
ま
だ
ま
だ
勢
力
を
持
つ
時

代
で
、
県
内
の
大
手
シ
ス
テ
ム
会
社
か
ら
は

オ
フ
コ
ン
の
取
扱
い
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
頑

な
に
パ
ソ
コ
ン
に
こ
だ
わ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
時
代
の
流
れ
は
徐
々
に

オ
フ
コ
ン
か
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
と
シ
フ
ト
。
起

業
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
平
成
７
年
に
は

「
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
95
」
が
発
売
と
な
り
、
そ

の
操
作
性
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
さ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
接
続
性
の
良
さ
か
ら

爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の

注
目
度
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
研

究
所
で
も
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
設
。
連
日
多

く
の
受
講
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

順
風
満
帆
に
見
え
た
事
業
運
営
だ
っ
た

が
、
20
期
目
と
な
る
平
成
24
年
に
初
め
て
赤

字
転
落
の
憂
き
目
に
遭
う
。
多
く
の
シ
ス
テ

ム
会
社
が
創
設
さ
れ
、
追
い
上
げ
が
急
に

な
っ
た
こ
と
と
、
大
手
ベ
ン
ダ
ー
の
間
に
挟

ま
れ
、
苦
し
い
事
業
運
営
を
迫
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
故
稲
盛
和
夫
氏
の

「
会
社
は
社
員
と
家
族
の
た
め
に
あ
る
」
と

い
う
言
葉
だ
っ
た
。
梅
田
氏
も
会
社
の
運
営

に
は
「
地
域
性
」
や
「
社
会
性
」
を
重
視
し

て
き
た
つ
も
り
だ
っ
た
と
い
う
が
、
稲
盛
氏

が
唱
え
る
「
相
手
を
思
い
や
る
心
と
利
益
率

２
ケ
タ
の
経
営
手
法
を
両
立
し
、
物
心
両
面

で
幸
せ
に
な
る
」
と
い
う
考
え
方
は
、
梅
田

氏
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
と
い
う
。

　

こ
の
考
え
方
に
共
感
し
た
梅
田
氏
は
自
社

に「
ア
メ
ー
バ
経
営
」の
手
法
を
導
入
。
チ
ー

ム
採
算
性
や
時
間
的
付
加
価
値
の
考
え
方
を

自
社
に
取
り
入
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
チ
ー

ム
が
上
げ
た
利
益
を
会
社
全
体
で
享
受
す
る

た
め
に
、社
員
全
員
が
「
相
手
を
思
い
や
る
」

＝
「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
の
心
構
え
も
同
時
に

浸
透
を
図
っ
た
と
こ
ろ
、
業
績
は
再
び
成
長

軌
道
に
乗
っ
た
。
現
在
で
も
全
社
で
月
２
回

の
清
掃
奉
仕
活
動
に
加
え
、
週
１
回
は
社
内

で
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、

心
の
根
幹
部
分
を
し
っ
か
り
固
め
る
努
力
を

続
け
て
い
る
。

　

福
井
市
中
心
部
に
は
幼
い
頃
か
ら
慣
れ
親

し
ん
で
き
た
強
い
思
い
入
れ
を
持
つ
。
足
羽

川
や
足
羽
山
な
ど
の
自
然
に
加
え
、
立
派
な

お
堀
と
歴
史
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
点
在
し
、
美

味
し
い
グ
ル
メ
も
含
め
て
「
福
井
市
に
は
無

限
の
魅
力
が
有
る
」と
力
を
込
め
る
梅
田
氏
。

一
方
で
、
ま
だ
ま
だ
情
報
発
信
が
足
り
な
い

と
も
感
じ
て
お
り
、
ア
リ
ー
ナ
を
新
た
な
起

爆
剤
と
し
て
県
都
・
福
井
市
の
発
信
力
を
高

め
「
子
や
孫
た
ち
に
胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
街

に
し
た
い
」
と
締
め
括
っ
て
く
れ
た
。

フィロソフィ（相手を思いやる心）を持ち、
今も会社周辺の清掃奉仕を続けている

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

～
相
手
を
思
い
や
る
心
～

パ
ソ
コ
ン
で
情
報
化
を
支
援

子
や
孫
に
誇
れ
る
街
を


